
１　施策の目的（目指す姿）

２　達成度
（１）成果指標

（２）近隣自治体との成果水準比較

３　達成度評価結果

名称
施策の柱

コード 名称
施策

コード

H21実績値
H22年度計画
(年度目標値)

意図
(この施策により対象をどのように変えるのか)

施策主管部 環境部

指標名 単位 指標の性格

市民アンケート調査「自然が守られていると思
う」と答えた市民の割合

％ ↗

評価者（施策統括マネージャー）名

77.50 58.00 77.90 59.00 62.00

細川　恒

H22実績値
H23計画

（年度目標値）
H26計画

（最終目標値）

取組内容と成果，成果を得られた要因

○自然資源の活用
　・環境保護地区、保護庭園の適正維持、近郊自然歩道の安全確保のため巡視を行ったほか、標識の修繕を行った。
　・継続的な活用の取組と市民への周知により、「自然が守られている」と感じる市民の比率が着実に向上している。

○自然の保護
　・玉山区の自然環境調査（H18～23）事業として、22年度は渋民、巻堀、馬場地区で調査を行った。
　・カラスやカルガモ等の有害鳥獣の捕獲許可、市街地に侵出してきたクマ、ニホンジカ等の野生動物の捕獲に関す
る対応を
　行った。

平成23年度　施策達成度評価シート(平成22年度実績評価)

他自治体の状況等

他都市において、同様の調査は行っていない。

6 環境との共生 62 かけがえのない自然との共生

市民アンケート調査「自然が守られていると思
う」と答えた市民の割合

対象
(誰を，何を対象としているのか)

自然環境を守り、次世代に引き継ぐ。身近な自然、森林・水源、動植物

指標名

翌年度以降の課題，その要因

○自然資源の活用
　・環境保護地区内の樹木に起因する事故防止のため、所有者に対する安全管理の働きかけに力を入れる必要があ
る。

○自然の保護
　・H24以降の自然環境等保全計画策定に向けて、玉山区を含めた盛岡市全域の取りまとめの調査を行う。



１　基本事業の目的（目指す姿）

２　成果指標

対象
(誰を，何を対象としているのか)

意図
(この施策により対象をどのように変えるのか)

身近な自然
森林・水源

自然に親しむ機会が多くなる

指標名 単位 指標の性格 H21実績値
H22年度計画
(年度目標値)

H22実績値
H23計画

（年度目標値）
H26計画

（最終目標値）

近郊自然歩道設置総延長 ｋｍ ↗ 46 50 46 50 55

基本事業
コード 名称

621 自然資源の活用

平成23年度　施策達成度評価シート(平成22度実績評価・基本事業の状況)

施策の柱 施策
コード 名称 コード 名称

6 環境との共生 62 かけがえのない自然との共生

施策主管部 環境部 評価者（施策統括マネージャー）名 細川　恒



１　基本事業の目的（目指す姿）

２　成果指標

ｈａ → 36,249.3 35,702.0 36,249.3 35,702.0 35,702.0

対象
(誰を，何を対象としているのか)

意図
(この施策により対象をどのように変えるのか)

身近な自然
森林・水源
その他（動植物）

自然が守られる

指標名 単位 指標の性格 H21実績値
H22年度計画
(年度目標値)

H22実績値
H23計画

（年度目標値）
H26計画

（最終目標値）

市域における山林・農地等面積

施策主管部 環境部 評価者（施策統括マネージャー）名 細川　恒

6 環境との共生 62 かけがえのない自然との共生

基本事業
コード 名称

622 自然の保護

平成23年度　施策達成度評価シート(平成22度実績評価・基本事業の状況)

施策の柱 施策
コード 名称 コード 名称


